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研究成果の概要（和文）：　日本古代の漢文文献を通して、日本そして東アジアにいかなる文学世界が構築されてきた
か、またいかなる学術交流が展開していたかについて研究を行った。具体的には次の３項目を柱として研究活動を実施
した。
　（１）渤海使関係詩を精読注解する研究会を開催し、その成果を『早稲田大学日本古典籍研究所年報』に発表した。
（２）「文」の概念を軸として日本の文学・文化史を新たに捉え直すべく研究を行い、『日本「文」学史　第一冊　「
文」の環境――「文学」以前』（勉誠出版）等の書籍を公刊した。（３）日本伝存漢籍に関する国際シンポジウムを開
催し、また、論文集や講演等を通して研究成果を公表した。

研究成果の概要（英文）：Using Chinese-language texts from ancient Japan, we investigated what kind of 
literary worlds had taken shape, and what kind of scholarly exchanges were taking place, not only in 
Japan but also in East Asia. In particular we structured our research around the following three 
initiatives.
(1) We held a regular study group for the close-reading and annotation of poetry connected to the Parhae 
embassies, publicizing the results in the Yearly Report of the Research Institute of Japanese Classical 
Books. (2) With the aim of renewing our understanding of Japanese literary and cultural history, we 
conducted research centered on the concept of bun ("letters"), and published books like A New History of 
Japanese “Letterature” (Bensei). (3) We convened an international symposium on texts of Chinese origin 
surviving only in Japan, publicizing the results though article collections, lectures, etc.

研究分野：日本文学、和漢比較文学、和漢古文献研究

キーワード： 日本古典籍　日本漢文学　文の概念史　東アジア学術文化交流史　国際研究者交流（東アジア）　国際
研究者交流（北米）
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近代に至るまで、日本の文学は、漢文によ
る著述と和文による著述、それを両輪として
歩みを進め、「和漢文」という独自の文の世
界を形成してきた。しかし近代以降、和文学
研究の膨大な成果に比べれば、漢文は国文学
の研究対象とされにくい存在となってしま
った。 
 しかし近年、日本漢文あるいは和漢文学に
再び注目し、スポットを当てようという気運
が、日本のみならず、東アジア、あるいは欧
米の研究者の間でも高まりつつある。また、
漢字・漢文文化や訓読の問題等を、日中ある
いは日韓といった二点対照ではなく、東アジ
アという地域の広がりの中で捉え、東アジア
のことばや文化、知識教養のあり方として追
究検討していくべきであるという姿勢が共
有されつつある。 
 
２．研究の目的 
 奈良・平安期の日本において、その文化と
学術の基本となることばの世界は、漢字漢語、
そして漢文によって紡ぎ出される著述や典
籍に大きく支えられていた。日本は、中国の
みならず、朝鮮半島やベトナムなどの地域と
ともに所謂東アジア漢字文化圏、漢文文化圏
を形成していたのである。そのことをふまえ、
本研究は、日本古代の漢文文献の精確な読解
作業を通して、かつて日本そして東アジアに
いかなる文学世界が構築されていたかを改
めて分析考察し、それを文学史・文化史上に
正しく位置付け直すとともに、日本に伝存す
る古典籍資料をもとに、古代東アジアに展開
した学術交流の実態とその意義を明らかに
していくことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 主として奈良・平安期における漢文文献の
調査研究を通して、東アジアに展開した文学
世界、また学術交流の様相と意義について明
らかにすべく、具体的には以下の３項目につ
いて研究を行い、成果を報告公開することと
した。 
(1)渤海使関係詩の精読注解 渤海国から日
本へ派遣された渤海使と日本の文士との間
で応酬された漢詩を精読注解する。具体的に
は早稲田大学日本古典籍研究所の主催によ
り定例の研究会を開催し、漢詩の注解を進め、
その成果を『早稲田大学日本古典籍研究所年
報』等によって公刊する。 
(2)「文」の概念に関する研究 前近代日本
の和漢の文献に現れる「文」の概念を研究す
る。具体的には、ⅰ．「文」の概念が日本に
おいていかに展開し、いかなる特徴を現して
きたか、ⅱ．近代以降の欧米言語の翻訳語と
しての「文学」の概念に対して、東アジアの
伝統の中で育まれてきた「文学」をいかに捉
えるべきか、ⅲ．東アジアの文化史において
重要な概念であった「文」を、現在そして将
来の文学理論、文学批評の場に引き出し、改

めて正しい位置付けを行うことは可能か、と
いったテーマをもとにワークショップを開
き、その議論の内容を論文集等にまとめて刊
行する。 
(3)日本に伝存する漢籍に関する研究 浙江
工商大学東亜研究院等の研究機関と連携し、
日本伝存漢籍の意義や問題をテーマとする
シンポジウムを開催し、その成果を論文集と
して刊行する。また中国をはじめとする関連
分野の研究者との学術交流を積極的に行い、
日本および東アジアの典籍文化に関する研
究を進め、その成果を学会発表や論文などに
より公にする。 
 
４．研究成果 
(1) 渤海使関係詩の精読注解 
①渤海詩研究会の開催 早稲田大学日本古
典籍研究所の主催により「渤海詩研究会」を
毎年 6回開催し、渤海使関係詩の精読を行っ
た。対象としたのは『扶桑集』及び『菅家文
草』、『田氏家集』所収の渤海使関係詩である。
そのうち特に、『扶桑集』は、祐徳博物館、
松浦史料博物館、徳川ミュージアム彰考館レ
ファレンスルーム、京都大学附属図書館にお
いて伝存写本の調査を行い、その成果をふま
えたうえで詳細な注釈の検討に及んだ。研究
会には、本研究課題の研究代表者、研究分担
者をはじめ、日本文学や日本史などを専門領
域とする研究者や大学院生が 20 名前後参加
し、一首ごとに複数回の時間をかけて議論し、
詳密な注釈を作成した。 
②「渤海使関係詩注釈稿」の公刊 渤海詩研
究会において精読した成果を『早稲田大学日
本古典籍研究所年報』第 6号～第 9号（2013
年～2016 年）において「渤海使関係詩注釈稿」
として公刊した。これで本研究課題の開始以
前に公表した部分（「渤海関連詩を読む」『ア
ジア遊学』54～60、62、64、66、69、71～73
（勉誠出版、2003～2005）、高松寿夫研究代
表「日中朝をめぐる交流と日本古代文学につ
いての研究―渤海使と文学・『聖徳太子伝暦』
―」平成十五年度～平成十八年度科学研究費
補助金 基盤研究（Ｂ）研究成果報告書（2007）
及び『早稲田大学日本古典籍研究所年報』2
～5（2009 年～2012 年））と合わせ、現存す
る渤海使関係詩のほぼ全てについて注釈を
作成し公表公刊できたことになる。 
③今後の展望など 日本と渤海の外交交流
の中で行われた文事は、日本の漢文学のみな
らず、和文を含む日本古典文学にも反映波及
する問題である。またそれは、東アジア漢字
漢文文化圏の共有遺産として貴重な意義を
有する作品群を残したものとも評価できる。
渤海との外交交流と文事について、近年は、
歴史研究の立場からのみではなく、平安文学
研究の立場からの関心も増えつつある。そう
した状況に鑑み、渤海使関係詩の精読を一通
り終えた後、当該研究会は 2015 年 10 月より
渤海関係文筆資料研究会として新たなスタ
ートを切り、『続日本紀』等の史料に残る日



本渤海の外交文書の精読注解の作業を始め
ている。これまで歴史研究などにより積み上
げられてきた精緻な研究成果に、文筆資料の
詳密な読解を重ねていくことで、古代東アジ
アに展開した漢字漢文文化の意義や問題が
さらに明らかになることが期待される。 
(2)「文」の概念に関する研究 
①『日本における「文」と「ブンガク
（bungaku）』の刊行 「文」という概念は、
東アジアの文化史において特別に重要な意
味をもち、また実に多様な役割を果たしてき
たと考えられるが、明治期に至ると、「ブン
ガク（bungaku）」ということばは専ら
“literature”等の訳語として現れ、現在に
至っている。しかし、近代以降隠蔽されてし
まった「文」の概念への問題意識なくしては、
日本、そして東アジアの文化の本質に迫るこ
とは不可能なのではないか。そこで、「文」
の概念の文化的意味と意義を再び発掘する
ことによって、二十一世紀の現代に続く「文」
の意味と意義を捉え直すべく、研究協力者で
あるボストン大学 Wiebke DENECKE 准教授と
協同してワークショップ「日本における「文」
の世界・伝統と将来」を企画、開催（計 18
名の研究発表者とコメンテーターが参加発
表、2012 年 7月 21 日、22 日、早稲田大学（東
京））し、その成果を『日本における「文」
と「ブンガク（bungaku）』（勉誠出版、2013
年、255 頁）として刊行した。 
②『日本「文」学史 A New History of 
Japanese “Letterature”』の刊行 ①に掲
げたワークショップ及び論文集の刊行をふ
まえて、「文」の概念に関する新たな体系を
構築、発信すべく、『日本「文」学史 A New 
History of Japanese “Letterature”』全
三冊（勉誠出版）の刊行を計画し、『日本「文」
学史 第一冊 「文」の環境――「文学」以
前』を 2015 年に刊行した。なお第一冊の刊
行にあたっては、2014 年 5 月 31 日、6 月 1
日に執筆予定者が草稿を持ち寄り、ディスカ
ッサントや一般参加者もまじえて内容を検
討協議する編集のためのワークショップを
開催した（早稲田大学（東京都））。また、2016
年 3月 27 日、28 日には第二冊『「文」と人び
と――継承と断絶』の編集のためのワークシ
ョップを開催し、第一冊の時と同様、執筆予
定者が草稿を持ち寄り、ディスカッサントや
一般参加者もまじえて内容の検討協議を行
った（早稲田大学（東京））。第二冊は 2016
年度刊行予定、第三冊『「文」から「文学」
へ――東アジアの文学を見直す』も引き続い
ての刊行を目指して計画を進行中である。 
③今後の展望 文学や人文学の危機という
ことが盛んに叫ばれる昨今、その危機を正視
し、文学あるいは人文学とは何か、またその
意義はいずこにあるのかを改めて問い直す
ことが必要ではないか。そしてその危機を、
むしろ画期として、「文学史」を書き替える
時期に来ているのではないか。そしてその、
新たな、真の、日本の知と文化の歴史は、「文」

という概念を柱としてこそ描き出すことが
可能なのではないか。上記①、②の研究活動
を通じて、こうした展望を得るに至った。今
後は、『日本「文」学史』全三冊の完結とと
もに、東アジアの「文」の古典世界や西洋の
「人文学」との関係も含めて、日本の「文」
の世界の実相と意義の追究を目指して引き
続き研究を進めていく予定である。 
(3)日本に伝存する漢籍に関する研究 
①中国浙江工商大学東亜研究院との共同研
究 本研究課題の研究代表者及び研究分担
者が中心メンバーとなっている早稲田大学
日本古典籍研究所は、中国浙江工商大学東亜
研究院（王勇院長、2013 年 12 月に東亜文化
研究院から改称）と連携し、日本および東ア
ジアにおける古典籍、漢籍に関する共同研究
を推進、実行してきた。まず、2012 年には、
2011 年に早稲田大学日本古典籍研究所と浙
江工商大学東亜文化研究院の共催により開
催した国際シンポジウムの成果論文集『東ア
ジアの漢籍遺産――奈良を中心として』（勉
誠出版、412 頁）を刊行した。また、両研究
機関の共催により 2013 年 2 月 2 日には早稲
田大学（東京）にてシンポジウム「文化の衝
突と融合――東アジアの視点から――」を開
催、その成果論文集『衝突と融合の東アジア
文化史』（仮題、勉誠出版）を 2016 年に刊行
予定である。また、両研究機関の共催により
2013 年 9月 14 日～16 日には「東アジア世界
における筆談の研究」及び「西湖のイメージ
―東アジアの名勝の誕生・流伝・移動―」を
テーマとする国際シンポジウムを開催した
（杭州（中国））。いずれのシンポジウムにお
いても、書籍を中心とする日中文化交流、及
び関連の研究課題をめぐり、本研究課題の研
究代表者や研究分担者をはじめ、関連分野の
研究者や大学院生などが参加、講演や発表を
行い、研究、討論を深めることができた。と
りわけ、日中双方の研究者が一堂に会して議
論を行うことによって、日本古典籍をめぐる
多角的な視座による研究成果を打ち出すこ
とができたのは大きな収穫といえる。 
②講演、学会・国際シンポジウム、論文等に
よる成果発表 日本伝存漢籍や、東アジアの
文化・文学史における日本古典籍の意義や位
置付けに関する研究成果を各種講演、学会・
国際シンポジウムにおける研究発表、及び論
文によって公開し発表した。近年、日本に伝
存する古典籍、特に漢籍に対する関心は海外
の研究者の間でも高まっている。中国、韓国、
あるいは欧米等における講演や研究発表、論
文発表を通して、関連分野の研究者と情報を
共有し、今後の研究の展開や方向性などにつ
いても協議することができた。 
③今後の展望 中国や韓国、台湾、ベトナム、
あるいは欧米における講演や発表、また研究
調査を通じて、今後、日本伝存漢籍や日本古
典籍に関する研究を、日本のみならず東アジ
ア、より広くはユーラシアにおける典籍や古
典形成の視点から捉えていく必要を感じて



いる。また、前近代から近代にかけて学問の
枠組みが大きく移行していく中で、書物の目
録分類法や図書館の建設等において、日本及
び東アジア、さらには欧米各国が面した問題
を再検証することで、現在に及ぶ「人文学」
のあり方の問題を追究していくことが可能
ではないかと展望している。今後の研究課題
として取り組んでいきたい。 
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